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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 19日 (2007.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 い 強 度 と 延 性 の 組 み 合 わ せ を 有 す る α － β チ タ ン 基 合 金 で あ っ て 、 前 記 合 金 は 与
の 強 度 レ ベ ル に お い て 、 Ｔ ｉ － １ ７ 合 金 に 比 べ て 、 少 な く と も ２ ０ ％ 向 上 し た 延 性 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る α － β 基 チ タ ン 合 金 。
【 請 求 項 ２ 】
　 な く と も Ｍ Ｐ ａ の 二 面 剪 断 強 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 合 金 。
【 請 求 項 ３ 】
　 少 な く と も Ｍ Ｐ ａ の 引 張 強 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
合 金 。
【 請 求 項 ４ 】
　 １ ３ ４ ４ ． ５ ～ １ ４ ８ ２ ． ４ Ｍ Ｐ ａ の 引 張 強 度 を 有 す る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載
の 合 金 。
【 請 求 項 ５ 】
　 質 量 ％ で 、
　 Ａ ｌ ： ３ ． ２ ～ ４ ． ２ 、 Ｓ ｎ ： １ ． ７ ～ ２ ． ３ 、 Ｚ ｒ ： ２ ～ ２ ． ６ 、 Ｃ ｒ ： ２ ． ９ ～ ３
． ５ 、 Ｍ ｏ ： ２ ． ３ ～ ２ ． ９ 、 Ｖ ： ２ ～ ２ ． ６ 、 Ｆ ｅ ： ０ ． ２ ５ ～ ０ ． ７ ５ 、 Ｓ ｉ ： ０ ．
０ １ ～ ０ ． ８ 、 Ｏ ： 最 大 ０ ． ２ １ 、 残 部 が チ タ ン お よ び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な る こ と を 特
徴 と す る α － β チ タ ン 基 合 金 。
【 請 求 項 ６ 】
　 与 の 強 度 レ ベ ル に お い て 、 合 金 Ｔ ｉ － １ ７ に 比 べ て 、 少 な く と も ２ ０ ％ 向 上 し た 延 性
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 合 金 。
【 請 求 項 ７ 】
　 な く と も ７ ５ ８ ． ４ Ｍ Ｐ ａ の 二 面 剪 断 強 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載
の 合 金 。
【 請 求 項 ８ 】
　 １ ３ ４ ４ ． ５ ～ １ ４ ８ ２ ． ４ Ｍ Ｐ ａ の 引 張 強 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記
載 の 合 金 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 Ａ ｌ ． ７ 、 Ｓ ｎ 、 Ｚ ｒ ． ３ 、 Ｃ ｒ ． ２ 、 Ｍ ｏ ． ６ 、 Ｖ ． ３ 、
Ｆ ｅ ． ５ 、 Ｓ ｉ ． ０ ６ 、 Ｏ ： 最 大 ０ ． １ ８ 、 残 部 が チ タ ン お よ び 不 可 避 的 不 純 物
か ら な る こ と を 特 徴 と す る α － β チ タ ン 基 合 金 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 １ ３ ７ ９ Ｍ Ｐ ａ 超 の 引 張 強 度 、 ２ ０ ％ Ｒ Ａ 超 の 延 性 、 ７ ５ ８ ． ４ Ｍ Ｐ ａ 超 の 二 面 剪 断 強
度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 合 金 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
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【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 回 目 の 溶 解 の 繰 返 し （ iteration） で 得 ら れ た 優 れ た 特 性 に 鑑 み 、 最 良 の 合 金 、 す
な わ ち 溶 解 Ｖ ８ ２ ２ ８ 、 の 化 学 組 成 を 洗 練 （ refine） す る た め に は 追 加 の 繰 返 し が 望 ま し
い と さ れ た 。 表 ５ は 、 こ の 実 験 溶 解 の 第 ２ 回 目 の 繰 返 し を ま と め て い る 。 最 初 の 溶 解 、 Ｖ
８ ２ ４ ７ は 、 実 質 的 に ８ ２ ２ ８ の 繰 返 し で あ る 。 こ れ は 、 そ の 結 果 の 再 現 性 を 測 る も の
で あ る 。 第 ２ 回 目 の 繰 り 返 し の 他 の 溶 解 は 、 Ｖ ８ ２ ２ ８ ／ Ｖ ８ ２ ４ ７ 調 合 物 に 対 し て 以 下
の よ う な 修 正 を 加 え て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
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【 表 １ ０ 】
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